
Ⅰ．はじめに

平成24年４月から放課後等デイサービスが創設された。放課後等デイサービスは、「学校通学
中の障害児に対して、放課後や夏休み等の長期休暇中において、生活能力向上のための訓練等を
継続的提供することにより、学校教育と相まって障害児の自立を促進するとともに、放課後の居
場所作りを推進する」事業である。これまで、小学生から高校生までの障害がある児童生徒の放
課後の過ごし方としては、家族で過ごすことや福祉サービスの活用、学童保育での受け入れが中
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放課後等デイサービスにおける発達支援プログラム開発の試み

―地域での生活を見据えたプログラム設定を通して―

Developing a Developmental Support Program for After-school and Day Care Services:
Through a program intended to support users to live in a community

上　村　誠　也 *・小野里　美　帆 **
Masaya KAMIMURA, Miho ONOZATO

要旨：平成24年４月より放課後等デイサービス事業が開始された。放課後や学校休業
日において、身近な地域における障害児への発達支援の充実が図られるようになった。
一方、支援の質の不十分さの指摘もなされるようになった。そこで、放課後等デイサー
ビスにおける発達支援プログラムの開発を試みた。その際、地域生活を見据えたプログ
ラム内容になるように配慮するとともに、アセスメントと支援が同時にできる項目設定
を行い、簡便に評価及び支援目標設定ができるようにした。結果、短期間での適用では
あったが、一定の発達的変化が認められた。要因として、①多領域にわたる評価が実施
でき、かつ評価が妥当であったこと、②支援プログラムにより優先的に支援を行う内容
が整理・焦点化されたこと、③日々の個別・集団療育を中心に本支援プログラムの項目
を参考とした指導案を作成したことで、様々な領域を包括的に支援することが可能であ
ったことがあげられる。

キーワード：放課後等デイサービス，包括的支援プログラム，発達支援，アセスメント事例
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心であったが、放課後等デイサービスの創設に伴い、放課後の育ちや発達支援の場が拡充される
ようになった。また、放課後等デイサービスが担う機能として、「第三の生活の場」、「余暇や生
活」、「保護者の就労保障」という機能もあることが指摘されている（丸山，2013；丸山，2015）。
子どもに対する影響を考えると、放課後等デイサービスの創設に伴い、小学生から高校生までの
異年齢の児童生徒や同年齢の仲間との関わりの機会が増えるとともに、生活能力向上をはじめと
した様々な活動に参加することを通して、障害がある児童生徒が地域にある放課後等デイサービ
スで様々な経験を積むことが可能となったといえる。

放課後等デイサービスは量的な拡大が著しく、利用児童数・事業所数ともに年々急速に増加を
している（厚生労働省，2016）。放課後等デイサービスの拡大に伴い、障害がある児童生徒が学
校及び家庭以外での環境においても発達支援を受ける機会が保障されるようになった一方、発達
支援が提供されず単なる居場所となっている事例や、発達支援の知識技術が不十分な事業所が軽
度の障害児のみを対象にしているという問題点が指摘されている（厚生労働省，2015）。これら
を受け、厚生労働省は、平成27年４月に「放課後等デイサービスガイドライン」を作成し、放課
後等デイサービスの実施における基本的事項について示した。ガイドラインでは、一人ひとりの
状態に即した放課後等デイサービス計画（＝個別支援計画）に沿った発達支援の実施や自立支援
と日常生活の充実のための活動、創作活動、地域交流の機会の提供、余暇の提供を複数組み合わ
せた支援の重要性などが示されている。このことから、放課後等デイサービスでは、アセスメン
トに基づき、児童生徒の発達特性に応じた個別支援計画の作成を行うとともに、日常生活や自立
を見据えた支援プログラムによる支援を行うことが求められる。

障害がある児童生徒が通う放課後等デイサービスは、小学校から高校までの12年間という長き
にわたる発達支援の場であり、その役割は非常に大きいと考えられる。発達支援が十分に提供さ
れていない背景の１つには、長期間にわたる生涯発達を見通した体系的かつ簡便に利用できる評
価指標や支援プログラムがほとんどないことも影響している。そこで、障害がある児童の放課後
の学びや生活の保障に加え、就労や余暇等の観点を盛り込んだ生涯発達を見据えた包括的な支援
の実施を目的に、「放課後等デイサービス発達支援プログラム」の開発を試みた。あわせて、放
課後等デイサービスに通う児童に適用し、本支援プログラムの妥当性の一端を検討したい。

Ⅱ．「放課後等デイサービス発達支援プログラム」の作成

１．プログラムの作成と概要 
「放課後等デイサービス発達支援プログラム」は、主に放課後等デイサービスに通う障害があ

る児童生徒（小学生から高校生）までを対象とし、チェックリストによるアセスメント→支援目
標設定・支援プログラム設定を包括的に行うものである。

アセスメントの項目の設定にあたっては、アセスメントで評価を行う項目＝支援内容・支援目
標となるように項目を連動させ、アセスメント結果と支援内容・目標の内容を一致させることで
個別支援計画への反映や日々のプログラムが容易になるようにした。特別支援学校学習指導要
領（文部科学省，2009）、先行研究（長崎・小野里・清川，1998；橋本・熊谷・大伴・林・菅野，
2014；上岡，2006等）を参考にすると共に、学校関係者・保護者等へのインタビューを実施し、
学校及び家庭との連携や、家庭で応用・実践しやすい内容となるように留意するとともに、地域
生活を見据えたプログラムになるように配慮をした。
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２．プログラムの適用手続き
チェックリストによる小項目は計290項目である。「ことば・認知」と「生活・社会性」の大き

く２領域から成り、領域に対して下位領域・大項目を設定し小項目をまとめた。構成をTable１
に示した。

ことば・認知領域：「聞く・話す」（38項目）、「読む」（43項目）、「書く」（40項目）、「数・数
量」（45項目）の４つの下位領域から成り、やりとりの基礎となることばや数を中心に項目を設
定した。生活・社会性領域：「日常生活」（45項目）、「集団生活・社会性」（38項目）、「就労・余
暇」（41項目）の３つの下位領域から成り、日常生活で必要となるスキルと共に、他者との協同
経験や社会性に関わる項目を設定した。あわせて、学校教育終了後の地域での生活を見据えて、
就労や余暇の視点についても取り入れた。

Table１　支援プログラムの概要

領域 下位領域 大項目 小項目数 小項目（具体的な評価及び支援項目）の例

こ
と
ば
・
認
知

ことば・やりとり
（聞く・話す）

「聞く・話す」の基礎 10 「自分の名前に反応することができる」

「聞く・話す」の定着 21 「要求や拒否をことばやサインで伝えることができる」

「聞く・話す」の応用 ７ 「今日の予定を聞いて、理解できる」

ことば・やりとり
（読む）

「読む」の基礎 ９ 「自分の持ち物に書かれた名前を読むことができる」

「読む」の定着 25 「身近なものの名前を読むことができる」

「読む」の応用 ９ 「レシピなどを見て、必要な情報を読み取ることが
できる」

ことば・やりとり
（書く）

「書く」の基礎 10 「始点と終点を意識して、直線を描くことができる」

「書く」の定着 24 「自分の姓名を書くことができる」

「書く」の応用 ６ 「必要な情報をメモすることができる」

数・数量

「数・数量」の基礎 ８ 「同じ・違うがわかる」

「数・数量」の定着 13 「数の数量（10まで）ができる」

「数・数量」の応用 24 「〜時を理解することができる」

生
活
・
社
会
性

日常生活
身辺自立 15 「衣服の着脱を一人でできる」

日常生活 30 「支援者と一緒に買い物の一連の流れに取り組むこ
とができる」

集団生活・社会性
対人行動 14 「あいさつをすることができる」

集団生活 24 「子ども同士で話し合いをすることができる」

就労・余暇
就労 21 「手順書を見ながら、一定の時間作業に取り組むこ

とができる」

余暇 20 「自由時間に遊びや活動を自分で選択できる」
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１）アセスメントの実施とプロフィールの作成
適用手続きについて、Figure 1に示した。チェックリストに基づき全290の小項目について、

「できる」（一人でできる）と「芽生え」（簡単な支援があれば一人でできる）で評価を行う。小
項目についてTable２及びTable３に示した。「できる」は２点、「芽生え」は１点に換算し、各
領域別に達成率（得点／領域の総得点×100）を算出する。その後、各領域間の発達差を比較し、
領域間のプロフィールを作成する。
２）優先支援領域・目標の選定

プロフィールを基に放課後等デイサービスでの活動の中で、児童生徒に対し優先的に支援する
領域および小項目を決定し、支援目標を設定する。
３）支援

選定された優先支援領域・目標（項目）を中心に、日々の放課後等デイサービスでの支援を実
施する。また、放課後等デイサービスにおいて作成する個別支援計画に反映することも可能とな
る。その際、抽出された支援領域・項目のみを機械的に当てはめて支援するのではなく、活動全
般を通して、包括的に支援を行うという基本的な支援体制で支援を実施する。支援形態として
は、以下の２つの形態が考えられる。

Ａ集団支援：放課後等デイサービスにおける活動の中で、集団での活動の中に優先的に支援す
る領域及び小項目を組み込んだ指導案に基づいた支援や日々のルーティンに基づいた支援形態。
例としては、おやつ、制作、体操などが挙げられる。

Ｂ個別支援：個別での課題を設定し、支援者と１対１もしくは少人数で実施する形態。例とし
ては、机上課題、個別場面における少人数での活動・課題などが挙げられる。

Figure１　「放課後等デイサービス発達支援プログラム」実施の流れ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 1 「放課後等デイサービス発達支援プログラム」実施の流れ 
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な

か
ら

構
成

さ
れ

る
単

語
を

読
む

こ
と

が
で

き
る

ひ
ら

が
な

で
書

か
れ

た
単

語
と

対
応

す
る

身
近

な
物

の
絵

を
線

で
結

ぶ
こ

と
が

で
き

る

計 　 算

増
え

る
・

減
る

を
理

解
で

き
る

話 　 す

要
求

や
拒

否
を

こ
と

ば
や

サ
イ

ン
で

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
身

近
な

物
の

名
前

を
選

ぶ
こ

と
が

で
き

る
（

視
覚

／
聴

覚
）

身
近

な
物

と
対

応
す

る
単

語
を

選
択

肢
か

ら
選

び
書

く
こ

と
が

で
き

る
簡

単
な

足
し

算
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

自
分

の
不

安
や

ス
ト

レ
ス

を
こ

と
ば

や
サ

イ
ン

で
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

身
近

な
物

の
名

前
を

読
む

こ
と

が
で

き
る

身
近

な
物

の
名

前
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

簡
単

な
引

き
算

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
生

活
で

必
要

と
な

る
身

近
な

質
問

に
応

じ
る

こ
と

が
で

き
る

ひ
ら

が
な

で
単

語
を

構
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

ひ
ら

が
な

で
様

々
な

単
語

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
か

け
算

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
自

分
や

家
族

に
関

す
る

身
近

な
質

問
に

応
じ

る
こ

と
が

で
き

る
ひ

ら
が

な
50

音
を

選
ぶ

こ
と

が
で

き
る

（
視

覚
／

聴
覚

）
ひ

ら
が

な
50

音
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

割
り

算
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

ば
や

サ
イ

ン
を

使
い

、
相

手
に

質
問

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
ひ

ら
が

な
50

音
を

読
む

こ
と

が
で

き
る

特
殊

音
節

の
含

ま
れ

る
単

語
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

割
合

の
計

算
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

動
作

語
や

心
情

を
表

す
語

を
使

い
な

が
ら

、
こ

と
ば

や
サ

イ
ン

で
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

特
殊

音
節

を
読

む
こ

と
が

で
き

る

様 々 な 言 葉

（
音

声
に

よ
り

）
聞

き
取

っ
た

単
語

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
〈

数
・

数
量

の
応

用
〉

今
日

の
出

来
事

に
つ

い
て

、
こ

と
ば

や
サ

イ
ン

で
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

カ タ カ ナ ・ 漢 字

日
常

生
活

で
よ

く
用

い
る

単
語

を
理

解
し

、
読

む
こ

と
が

で
き

る
簡

単
な

質
問

文
に

対
し

、
単

語
で

書
く

こ
と

が
で

き
る

お 　 金

お
金

に
は

紙
幣

と
硬

貨
が

あ
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
過

去
・

未
来

の
出

来
事

に
つ

い
て

、
こ

と
ば

や
サ

イ
ン

で
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

動
物

、
乗

り
物

、
食

べ
物

等
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
に

関
す

る
単

語
を

理
解

し
、

読
む

こ
と

が
で

き
る

動
詞

や
形

容
詞

を
表

す
こ

と
ば

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
硬

貨
の

６
種

類
を

分
類

し
、

違
い

を
理

解
し

て
い

る
格

助
詞

や
助

詞
に

気
を

つ
け

て
こ

と
ば

や
サ

イ
ン

で
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

動
作

語
や

形
容

詞
の

意
味

を
理

解
し

、
読

む
こ

と
が

で
き

る
字

の
大

き
さ

や
形

を
意

識
し

て
、

単
語

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
同

一
硬

貨
を

複
数

枚
渡

す
こ

と
が

で
き

る
（

20
0円

、
40

円
等

）

会 　 話

あ
い

さ
つ

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
短

い
文

章
を

読
む

こ
と

が
で

き
る

適
切

な
助

詞
を

使
い

、
短

い
文

章
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

複
数

の
硬

貨
を

組
み

合
わ

せ
て

金
額

を
渡

す
こ

と
が

で
き

る
（

13
0円

等
）

相
手

の
顔

を
見

て
や

り
と

り
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

短
い

文
章

を
読

み
、

内
容

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
句

読
点

を
意

識
し

て
、

文
章

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
文

字
カ

ー
ド

で
書

か
れ

た
硬

貨
を

渡
す

こ
と

が
で

き
る

テ
ー

マ
を

維
持

し
な

が
ら

、
や

り
と

り
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

長
い

文
章

を
読

む
こ

と
が

で
き

る
長

い
文

章
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

提
示

さ
れ

た
金

額
よ

り
も

多
く

の
お

金
を

渡
す

こ
と

が
で

き
る

（
お

つ
り

を
も

ら
う

）
先

生
や

友
達

と
の

や
り

と
り

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

長
い

文
章

を
読

み
、

内
容

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
カ

タ
カ

ナ
を

使
い

、
単

語
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

時 計 と 時 刻

デ
ジ

タ
ル

時
計

を
読

む
こ

と
が

で
き

る
相

手
が

聞
き

取
り

や
す

い
よ

う
な

や
り

と
り

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
カ

タ
カ

ナ
で

書
か

れ
た

身
近

な
物

の
単

語
を

読
む

こ
と

が
で

き
る

カ
タ

カ
ナ

50
音

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
ア

ナ
ロ

グ
時

計
の

針
の

違
い

を
見

分
け

る
こ

と
が

で
き

る
言

葉
遣

い
に

気
を

つ
け

て
や

り
と

り
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

カ
タ

カ
ナ

50
音

を
読

む
こ

と
が

で
き

る
日

常
生

活
で

よ
く

用
い

る
漢

字
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

60
ま

で
の

数
を

理
解

で
き

て
い

る
〈

聞
く

・
話

す
の

応
用

〉
簡

単
な

漢
字

の
含

ま
れ

た
文

章
を

読
む

こ
と

が
で

き
る

テ
ー

マ
に

沿
っ

た
短

い
文

章
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

「
～

時
」

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る

応 　 用

今
日

の
予

定
を

聞
い

て
、

理
解

で
き

る
日

常
生

活
で

よ
く

用
い

る
漢

字
を

読
む

こ
と

が
で

き
る

日
記

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
「

午
前

」「
午

後
」

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
ア

ナ
ウ

ン
ス

を
聞

い
て

行
動

で
き

る
日

常
生

活
で

よ
く

用
い

る
英

単
語

を
読

む
こ

と
が

で
き

る
簡

単
な

英
単

語
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

「
15

分
」「

30
分

」「
45

分
」

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
テ

レ
ビ

を
見

て
必

要
な

情
報

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
〈

読
む

の
応

用
〉

〈
書

く
の

応
用

〉
「

～
分

」
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

ば
あ

そ
び

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

応 　 用

時
間

割
表

や
日

課
表

か
ら

、
活

動
内

容
を

読
み

取
る

こ
と

が
で

き
る

応 　 用

日
付

や
天

気
等

の
情

報
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

「
～

時
～

分
」

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
自

分
自

身
に

つ
い

て
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

（
名

前
・

住
所

等
）

手
順

書
（

説
明

書
）

を
見

て
行

動
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

自
分

自
身

に
つ

い
て

の
内

容
を

文
章

で
書

く
こ

と
が

で
き

る
（

名
前

、
住

所
）

時
間

（
～

分
前

、
～

分
後

、
～

時
間

前
、

～
時

間
後

）
が

わ
か

る
こ

と
ば

を
使

い
自

分
の

気
持

ち
を

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

標
識

や
表

示
の

意
味

を
理

解
し

、
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

る
必

要
な

情
報

を
メ

モ
す

る
こ

と
が

で
き

る
カ

レ
ン

ダ
ー

の
見

方
が

わ
か

る
自

分
の

状
態

（
体

調
等

）
に

つ
い

て
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

日
常

生
活

で
よ

く
用

い
る

文
書

や
メ

ー
ル

を
読

み
、

内
容

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
相

手
が

読
み

取
り

や
す

い
よ

う
な

文
書

や
メ

モ
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

暦

30
ま

で
の

数
を

理
解

で
き

て
い

る
レ

シ
ピ

な
ど

を
見

て
、

必
要

な
情

報
を

読
み

取
る

こ
と

が
で

き
る

パ
ソ

コ
ン

等
を

使
い

、
文

字
入

力
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

季
節

や
月

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
小

説
や

漫
画

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

手
紙

や
申

込
書

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
曜

日
を

理
解

し
て

い
る

手
紙

を
読

む
こ

と
が

で
き

る
カ

レ
ン

ダ
ー

を
見

て
、

日
付

（「
月

」「
 日

」「
曜

日
」）

が
わ

か
る

時
刻

表
や

運
賃

表
を

読
む

こ
と

が
で

き
る

「
今

日
」「

昨
日

」「
明

日
」

が
わ

か
る

バ
ス

や
電

車
の

路
線

図
を

読
み

取
る

こ
と

が
で

き
る

量
も

の
さ

し
を

使
い

、
～

cm
を

理
解

し
測

る
こ

と
が

で
き

る
測

り
を

使
い

、
～

gや
kg

を
理

解
し

測
る

こ
と

が
で

き
る

計
量

カ
ッ

プ
を

使
い

、
m

Lを
理

解
し

測
る

こ
と

が
で

き
る

　
T

ab
le

 2
 放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
発

達
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
項

目
（

こ
と

ば
・

認
知

領
域

）
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生
活

・
社

会
性

領
域

日
常

生
活

集
団

生
活

・
社

会
性

就
労

・
余

暇
＜

身
辺

自
立

＞
＜

対
人

行
動

＞
＜

就
労

＞

身 　 辺 　 自 　 立

手
洗

い
の

習
慣

が
あ

り
、

正
し

く
手

を
洗

う
こ

と
が

で
き

る

対 　 人 　 行 　 動

あ
い

さ
つ

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
基 本 的 視 点

大
人

と
子

ど
も

の
区

別
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

自
分

の
持

ち
物

と
他

人
の

持
ち

物
を

区
別

す
る

こ
と

が
で

き
る

正
し

い
言

葉
遣

い
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

お
手

伝
い

に
進

ん
で

取
り

組
も

う
と

す
る

衣
服

の
着

脱
を

１
人

で
で

き
る

順
番

を
待

つ
こ

と
が

で
き

る
身

近
な

職
業

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

鼻
を

か
ん

だ
り

ふ
い

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

相
手

が
不

快
に

感
じ

な
い

よ
う

な
態

度
や

振
る

舞
い

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
将

来
の

夢
や

希
望

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
ト

イ
レ

を
汚

さ
ず

に
１

人
で

使
う

こ
と

が
で

き
る

距
離

感
を

意
識

し
て

関
わ

る
こ

と
が

で
き

る
就

労
す

る
こ

と
を

身
近

に
と

ら
え

る
こ

と
が

で
き

る
身

だ
し

な
み

（
服

装
）

を
整

え
る

こ
と

が
で

き
る

ル
ー

ル
や

約
束

を
守

る
こ

と
が

で
き

る
自

身
の

特
性

に
応

じ
た

卒
業

後
の

進
路

や
就

労
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

清
潔

を
意

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
（

鏡
を

み
る

習
慣

が
あ

る
）

注
意

や
指

摘
さ

れ
た

事
項

を
受

け
入

れ
る

こ
と

が
で

き
る

基 本 的 ス キ ル

簡
単

な
お

手
伝

い
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

１
人

で
道

具
を

使
い

、
食

事
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

誰
と

で
も

協
調

し
、

落
ち

着
い

て
活

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
支

援
者

と
一

緒
に

簡
単

な
工

作
や

作
業

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
食

事
の

際
、

み
ん

な
が

食
べ

終
わ

る
ま

で
待

つ
こ

と
が

で
き

る
他

者
の

心
情

を
理

解
し

、
思

い
や

り
を

も
っ

て
人

と
関

わ
る

こ
と

が
で

き
る

分
類

す
る

こ
と

が
で

き
る

忘
れ

物
を

し
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

自
身

の
振

る
舞

い
や

言
動

が
第

三
者

に
ど

の
よ

う
に

映
る

か
、

意
識

し
て

過
ご

す
こ

と
が

で
き

る
細

か
い

手
先

を
使

っ
た

操
作

が
で

き
る

ゴ
ミ

を
ゴ

ミ
箱

に
捨

て
る

こ
と

が
で

き
る

与
え

ら
れ

た
役

割
を

遂
行

す
る

こ
と

が
で

き
る

１
人

で
簡

単
な

作
業

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
靴

ひ
も

を
結

ぶ
こ

と
が

で
き

る
年

齢
に

応
じ

た
振

る
舞

い
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

手
順

の
あ

る
作

業
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

椅
子

に
座

っ
て

待
つ

こ
と

が
で

き
る

遊
び

や
活

動
の

際
、

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
全

体
を

ま
と

め
よ

う
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

見
本

通
り

に
作

業
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

服
の

ボ
タ

ン
や

べ
ル

ト
を

１
人

で
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

集
団

で
の

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
を

守
っ

て
、

誰
と

で
も

過
ご

す
こ

と
が

で
き

る
必

要
な

時
に

援
助

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

道
具

を
使

い
、

掃
除

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
＜

集
団

生
活

＞
身

近
な

道
具

（
は

さ
み

・
の

り
・

テ
ー

プ
）

を
使

う
こ

と
が

で
き

る
＜

日
常

生
活

＞

対 　 大 　 人

先
生

か
ら

の
働

き
か

け
に

応
じ

る
こ

と
が

で
き

る
手

順
書

を
見

な
が

ら
一

定
の

時
間

作
業

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る

基 本 的 ス キ ル

お
手

伝
い

に
進

ん
で

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

自
分

か
ら

先
生

に
働

き
か

け
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

正
確

に
作

業
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

自
分

の
誕

生
日

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

先
生

と
一

緒
に

協
同

活
動

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
長

い
時

間
、

注
意

を
持

続
し

て
作

業
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

自
宅

の
住

所
を

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
簡

単
な

や
り

と
り

遊
び

（
手

遊
び

等
）

が
で

き
る

丁
寧

に
す

ば
や

く
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
電

話
を

と
り

、
会

話
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

簡
単

な
ル

ー
ル

の
あ

る
遊

び
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

作
業

終
了

時
に

報
告

す
る

こ
と

が
で

き
る

相
手

の
電

話
番

号
を

入
力

し
、

電
話

を
か

け
る

こ
と

が
で

き
る

勝
敗

の
あ

る
ゲ

ー
ム

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
準

備
や

後
片

付
け

を
１

人
で

す
る

こ
と

が
で

き
る

パ
ソ

コ
ン

や
携

帯
電

話
を

適
切

に
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
ル

ー
テ

ィ
ン

の
あ

る
活

動
（

朝
の

会
、

お
や

つ
等

）
に

１
人

で
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
＜

余
暇

＞
防

災
意

識
や

防
犯

意
識

を
も

っ
て

、
生

活
す

る
こ

と
が

で
き

る
（

鍵
閉

め
等

）
小

集
団

の
中

で
、

先
生

と
一

緒
に

「
場

の
共

有
」

を
す

る
こ

と
が

で
き

る

室 内 の 余 暇 的 遊 び

支
援

者
の

提
案

す
る

遊
び

や
活

動
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

テ
レ

ビ
な

ど
の

情
報

か
ら

必
要

な
情

報
を

読
み

取
る

こ
と

が
で

き
る

小
集

団
の

中
で

、
先

生
と

一
緒

に
活

動
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

自
分

か
ら

様
々

な
遊

び
に

能
動

的
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

留
守

番
に

つ
い

て
意

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
大

集
団

の
中

で
、

先
生

と
一

緒
に

「
場

の
共

有
」

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
お

も
ち

ゃ
や

道
具

を
能

動
的

に
使

用
し

な
が

ら
、

遊
ぶ

こ
と

が
で

き
る

移 　 動

支
援

者
と

一
緒

に
歩

く
こ

と
が

で
き

る
大

集
団

の
中

で
、

先
生

と
一

緒
に

活
動

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
先

生
や

友
達

の
会

話
を

楽
し

み
な

が
ら

、
遊

ぶ
こ

と
が

で
き

る
ペ

ア
・

集
団

を
意

識
し

て
、

ペ
ー

ス
を

あ
わ

せ
て

歩
く

こ
と

が
で

き
る

突
然

の
変

更
等

に
先

生
と

一
緒

で
あ

れ
ば

落
ち

着
い

て
対

応
で

き
る

友
達

と
一

緒
に

動
き

の
あ

る
遊

び
や

活
動

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
横

断
歩

道
や

信
号

の
あ

る
場

所
で

安
全

に
気

を
つ

け
て

、
歩

く
こ

と
が

で
き

る

対 　 子 　 ど 　 も

先
生

が
そ

ば
に

い
な

く
て

も
、

友
達

と
一

緒
の

場
を

共
有

で
き

る
友

達
と

一
緒

に
動

き
の

少
な

い
遊

び
や

活
動

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
交

通
ル

ー
ル

を
意

識
し

て
、

歩
く

こ
と

が
で

き
る

友
達

の
し

て
い

る
遊

び
や

活
動

に
興

味
・

関
心

を
も

つ
こ

と
が

で
き

る
自

由
時

間
に

自
分

で
遊

び
や

活
動

を
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

る
施

設
の

周
辺

か
ら

、
施

設
ま

で
歩

い
て

戻
っ

て
く

る
こ

と
が

で
き

る
友

達
か

ら
の

誘
い

か
け

に
反

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
友

達
を

誘
い

か
け

て
遊

ぶ
こ

と
が

で
き

る
安

全
に

気
を

つ
け

て
自

転
車

に
乗

る
こ

と
が

で
き

る
自

分
の

興
味

の
あ

る
活

動
で

あ
れ

ば
、

自
分

か
ら

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

短
い

時
間

で
あ

れ
ば

、
１

人
で

室
内

で
過

ご
す

（
読

書
等

）
こ

と
が

で
き

る
支

援
者

と
一

緒
に

車
に

乗
っ

て
移

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
先

生
が

い
れ

ば
、

自
分

の
思

い
を

友
達

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

絵
を

描
く

・
 読

書
な

ど
の

活
動

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

支
援

者
と

一
緒

に
公

共
交

通
機

関
を

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

自
分

の
思

い
を

友
達

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

簡
単

な
機

器
を

使
い

、
ビ

デ
オ

や
音

楽
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
マ

ナ
ー

を
守

っ
て

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
子

ど
も

同
士

で
協

同
活

動
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

屋 外 の 余 暇 的 遊 び

大
人

と
一

緒
に

公
園

の
遊

具
等

で
遊

ぶ
こ

と
が

で
き

る

買 　 い 　 物

支
援

者
と

一
緒

に
買

い
物

の
一

連
の

流
れ

を
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
簡

単
な

ル
ー

ル
の

あ
る

遊
び

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
友

達
と

一
緒

に
公

園
の

遊
具

等
で

遊
ぶ

こ
と

が
で

き
る

自
分

の
欲

し
い

商
品

を
選

ぶ
こ

と
が

で
き

る
勝

敗
の

あ
る

ゲ
ー

ム
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

散
歩

な
ど

の
身

体
を

動
か

す
こ

と
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
レ

ジ
に

並
び

、
商

品
を

購
入

す
る

こ
と

が
で

き
る

相
手

か
ら

の
助

言
を

受
け

入
れ

て
、

遊
び

や
活

動
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

自
宅

や
施

設
の

周
辺

で
あ

れ
ば

、
１

人
で

過
ご

す
こ

と
が

で
き

る
レ

シ
ー

ト
や

釣
り

銭
を

受
け

取
る

こ
と

が
で

き
る

子
ど

も
同

士
で

話
し

合
い

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
公

共
施

設
を

利
用

し
て

、
先

生
と

一
緒

に
過

ご
す

こ
と

が
で

き
る

買
い

物
の

一
連

の
流

れ
を

１
人

で
行

う
こ

と
が

で
き

る
集

団
の

中
で

１
日

過
ご

す
こ

と
が

で
き

る
友

達
と

一
緒

に
公

共
施

設
を

利
用

し
て

過
ご

す
こ

と
が

で
き

る
必

要
に

応
じ

て
店

員
に

尋
ね

る
こ

と
が

で
き

る
公

共
施

設
を

１
人

で
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

る

調 　 理

先
生

と
一

緒
に

身
近

な
調

理
道

具
を

使
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

少
な

い
金

額
の

お
金

を
使

い
、

ゲ
ー

ム
コ

ー
ナ

ー
な

ど
で

過
ご

す
こ

と
が

で
き

る
 

短
い

手
順

の
調

理
に

先
生

と
一

緒
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

１
人

で
屋

外
で

過
ご

す
こ

と
が

で
き

る
食

器
を

下
げ

る
な

ど
の

洗
い

物
に

進
ん

で
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
短

い
手

順
の

あ
る

調
理

（
簡

単
な

お
や

つ
等

）
を

１
人

で
行

う
こ

と
が

で
き

る
分

量
を

正
確

に
量

り
な

が
ら

、
調

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

電
子

レ
ン

ジ
を

用
い

て
調

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

T
ab

le
３

　
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
発

達
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
項

目
（

生
活

・
社

会
性

領
域

）
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Ⅲ．プログラムの事例的適用

１．目的
本研究では「放課後等デイサービス発達支援プログラム」を放課後等デイサービスに通う６名

の障害児に適用し、支援プログラムの妥当性について検討することを目的とした。

２．方法
１）対象

Ａ放課後等デイサービス施設（以下Ａ施設：定員20名）に通うDown症児２名、ASD児２名、
知的障害児２名を対象とした。KIDS-TによるDAは4：6～ 5：6であった。プロフィールをTable
４に示した。平日の主な活動は、おやつ、個別（支援者1名に対し子ども１～３名）の学習・作
業、集団療育（集団遊び等）であった。学校休業日は集団療育を中心に活動を行っていた。

２）手続き　
先述したプログラムについては、X年９月に６名の生徒（Table 4）に対しアセスメントを行

い、優先支援領域・目標の設定を実施した。あわせて、個別支援計画に支援目標を反映させると
ともに、日々の指導プログラムにも反映させるようにした。約５か月間、A 施設において支援
を実施した。支援は、ことばや数の学習を中心とした個別の「学習・作業」（約20分間）と、集
団療育（約40分間）を中心に行った。利用回数や利用時間が異なるため、支援内容にはばらつき
が生じている。その後、支援効果の検証のため、X＋１年２月に再度アセスメントを行った。
３）分析方法

各項目における支援前後の達成率について検討した。
４）倫理的配慮

研究実施にあたり、施設長に説明を行い、同意を得ると共に、全ての保護者から文書による同
意を得た。

３．結果
Table５に支援の頻度についてまとめた。Table６に障害種別の支援前後のプロフィールの変

化を示した。
Ａ施設への登室回数及び日によって支援内容や活動形態が異なってくるため、支援回数や支援

内容のばらつきがある。得点率の向上が認められない項目もみられるが、一人当たり0.4～ 1.3％
（２～７点）の向上が認められた。特に「聞く・話す」「集団生活・社会性」といった他者との相
互作用が求められる課題での向上が認められる傾向があった。

Table４　対象児のプロフィール

A児 Ｂ児 Ｃ児 Ｄ児 E児 F児

性別 男 男 女 男 男 女

障害種 Down症 Down症 ASD ASD 知的障害 知的障害

生活年齢 14歳４ヶ月 14歳３ヶ月 14歳２ヶ月 14歳７ヶ月 12歳５ヶ月 13歳９ヶ月

発達年齢（KIDS-T） ５歳６ヶ月 ４歳６ヶ月 ４歳９ヶ月 ５歳０ヶ月 ５歳３ヶ月 ５歳６ヶ月
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４．考察	 　
５か月という短期間での事例適用であったが、支援前後におけるプロフィール（達成率）の変

化が認められた。大きな変化とは言い難いが、一定の発達的変化が認められたことは作成したプ
ログラムの一定の妥当性を示していると思われる。変化が認められた要因として、①多領域にわ
たる評価が実施でき、かつ評価が妥当であったこと、②支援プログラムにより優先的に支援を行
う内容が整理・焦点化されたこと、③日々の個別・集団療育を中心に本支援プログラムの項目を
参考とした指導案を作成したことで、様々な領域を包括的に支援することが可能であったことが
あげられる。他者との相互作用が求められる課題での得点率の向上が認められた要因として、本
研究では主に中学生を対象とした事例適用となり、基本的な日常生活スキルやことばや数の基本
的なスキルは概ね獲得されていた。よって、日常生活スキルや言語や数といった認知面の課題で
の変化は認められなかったものの、集団生活や他者とのやりとりが求められる領域での発達的変
化が大きかったと考えられる。このことを踏まえると、小学生に対して適用した場合、基本的な
概念理解が求められる「ことば・やりとり」に関する領域や「数・数量」領域の大きな発達的変
化や身辺自立に関する「日常生活」の領域の大きな発達的変化が認められる可能性がある。

実践現場においては、簡便な評価→支援目標決定→日々の支援という一連のツールの利用が不
可欠である。今後は、多数事例によるプログラムの適用を行い、妥当性や項目の適切さについて
検討を行っていくことが必要である。あわせて、様々な現場で使いやすくするための工夫という
点についてさらに検討していく必要がある。

Table５　支援の頻度

Table６　達成率の変化

A児 Ｂ児 Ｃ児 Ｄ児 E児 F児

個別 学習・作業 64 48 46 61 71 74

集団

ことば・やりとり 19 10 11 18 21 27

就労・余暇 28 29 17 14 20 28

集団生活・社会性 34 23 24 40 40 43

日常生活 15 15 9 11 11 15

（回）

ことば・認知領域 生活・社会性領域

聞く・話す ことば・やりとり
読む 書く 数・数量 日常生活 集団生活・社会性 就労・余暇

支援前 支援後 支援前 支援後 支援前 支援後 支援前 支援後 支援前 支援後 支援前 支援後 支援前 支援後

Down症 A児 77.6 78.9* 77.9 79.1* 68.7 68.7 76.7 77.8* 61.1 62.2* 56.6 57.9* 48.8 48.8
B児 63.2 64.5* 65.1 65.1 58.8 58.8 60.0 60.0 50.0 50.0 47.4 48.7* 31.7 34.1*

ASD C児 47.4 48.7* 70.9 70.9 73.8 75.0* 80.0 81.1* 64.4 64.4 43.4 47.4* 41.5 42.7*
D児 50.0 51.3* 77.9 77.9 75.0 76.3* 84.4 85.6* 60.0 62.2* 39.5 40.8* 43.9 43.9

知的障害 E児 78.9 80.3* 65.1 66.3* 60.0 61.3* 58.9 60.0* 57.8 57.8 67.1 68.4* 48.8 50.0*
F児 67.1 69.7* 74.4 74.4 67.5 67.5 72.2 72.2 64.4 64.4 63.2 64.5* 50.0 51.2*

＊：支援後期に達成率が向上した項目　数値：（％）
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